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1
令和2年2月定例会は知事により招集され、会期予定は2月20日（木）から3月27日（金）の日程で調整中です。
正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。

令和元年12月定例会報告号

◆12月定例会の動き
◆議決の概要

◆一般質問
◆意見書

◆委員会リポート
◆決算特別委員会の審査結果
◆予算特別委員会を設置
◆議員提出議案「埼玉県被保護者
等住居・生活サービス提供事業
の業務の適正化等に関する条
例」を可決

◆県議会クイズ
◆埼玉県議会フォトコンテストの入
賞作品決定！

主 な 内 容

2 ・ 3 面

4 面

1 面

会派別所属議員数
令和 2年1月16日現在

会派名（略称） 所属議員数
自　民 50人　　
県　民 14人　　

民主フォーラム 12人　　
公　明 9人　　
共産党 6人　　
改　革 1人　　
無所属 1人　　
計 93人

暦
の
上
で
は
ま
も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ア
ジ
ア
初
と
な

る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
た
３
試
合
に
は
、
国
内
外
か
ら

約
７
万
１
０
０
０
人
も
の
方
が
来
場
し
、
世
界
最
高
峰
の
戦

い
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
小
中
学
生
た
ち
に
よ

る
出
場
国
の
国
歌
の
斉
唱
、
熊
谷
駅
前
で
の
祭
り
ば
や
し
で

の
歓
迎
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
丁
寧
な
案
内
な
ど
、

心
の
こ
も
っ
た
「
お
も
て
な
し
」
は
海
外
の
フ
ァ
ン
か
ら
も

称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
県
深
谷
市
出
身
の
渋
沢
栄
一
翁
が
新
一
万
円
札

の
顔
と
し
て
選
ば
れ
、
さ
ら
に
２
０
２
１
年
１
月
か
ら
放
送

開
始
と
な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
決
定
す
る
と

い
う
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
幕
し
ま
す
。本
県
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
競
技
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
競
技
が
開
催

さ
れ
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
あ
ら
ゆ
る

人
々
と
交
流
を
深
め
、
本
県
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
本
県
を
繁
栄
に
導
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

一
方
で
、
昨
年
10
月
の
台
風
第
19
号
は
記
録
的
な
豪
雨
を

東
日
本
各
地
に
も
た
ら
し
、
本
県
に
お
い
て
も
河
川
の
氾
濫

な
ど
に
よ
り
広
範
囲
で
浸
水
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
県
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
郷
土
埼
玉
を
築
き
上
げ
て
い

く
た
め
、
県
政
の
両
輪
で
あ
る
県
議
会
と
執
行
部
が
必
死
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
打
ち
破
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

来
月
に
は
２
月
定
例
会
の
開
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
の
審
議
な
ど
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

県
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
年
も
、
県
議
会
に
対
す
る

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
副
議
長

新
井

　豪

埼
玉
県
議
会
議
長

神
尾
髙
善

● 知事提出議案
●令和元年度埼玉県一般会計補正予算（第5号）
●埼玉県知事の在任期間に関する条例を廃止する条例
など24件を可決、そのほか2件を認定
●彩の国功労賞の贈呈について
・ ラグビーワールドカップにおいて日本代表のベスト
８進出に貢献し、県民に大きな夢と希望を与えた。

など5件に同意

● 議員提出議案
●埼玉県被保護者等住居・生活サービス提供事業の
　業務の適正化等に関する条例（4面）
など6件を可決

議 決 の 概 要

12月定例会の動き

知事提出議案について、知事から提案説明が行われました。

12月2日（月）から12月20日（金）までの19日間に
わたって開かれました。

15人の議員が質疑・質問を行い、活発な論議が行われました。 
 （2・3面）

補正予算・条例などの議案および請願の審査などが行われま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4面）

議案および付託案件の審査が行われました。 （4面）

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われまし
た。

開会日

一般質問

常任委員会

特別委員会

閉会日

12月 2日

12月 6日・9日～12日

12月 16日

12月 17日・18日

12月 20日

「埼玉県議会」
ホームページ
はこちら▼

◆議長あいさつ
◆２月定例会の動き
◆議決の概要

2・3 面
◆代表質問・一般質問

4・5 面
◆予算特別委員会
　◆主な質疑と答弁
　◆�令和２年度一般会計予算

の概要
◆�県議会クイズ

6・7 面
◆委員会リポート
◆主要会派から
◆意見書・決議

8 面
◆�「埼玉県ケアラー支援条例」、
「埼玉県受動喫煙防止条例」
を可決

◆�政務活動費の
　インターネット公開を決定
◆新たな委員会構成

埼玉県立上尾高等学校　３年生　廿樂 千加 様

第1５回埼玉県議会フォトコンテスト　副議長賞「いただきます！！」　撮影者：石井 守彦 様　撮影場所：春日部市 内牧公園

令和2年6月定例会は知事により招集され、会期予定は6月15日（月）から7月3日（金）の日程で調整中です。
正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。

アプリ「COCOAR2」をダウンロードして、上の写真にスマートフォンを
かざすと、フォトコンテストの他の入賞作品をご覧になれます。

●令和２年度埼玉県一般会計予算【関連５面】
●令和２年度埼玉県一般会計補正予算（第１号）
●令和２年度埼玉県一般会計補正予算（第２号）
●埼玉県５か年計画等の変更について
●�第２期埼玉県まち・ひと・しごと創生総合

戦略の策定について
など７６件を可決、そのほか６件に同意、１件を継続審査

など１２件を可決

2月20日(木)から3月27日(金)までの
37日間にわたって開かれました。

知事提出議案について、知事から提案説明が
行われました。

補正予算・条例などの議案および請願の審査
などが行われました。� （６面）

議案および付託案件の審査が行われました。
※予算特別委員会を除く。� （６・７面）

当初予算案などについての集中的な審査が行
われました。� （４・５面）

各委員会の委員長報告を受けて採決が行われ
ました。

　なお、2月26日、28日、3月23日には知事
追加提出議案について、知事から提案説明
などが行われました。

代表質問では、会派を代表して４人の議員
が、一般質問では９人の議員が質疑・質問を
行い、活発な論議が行われました。（２・３面）

iPhoneはApple Inc.の商標または登録商標です。AndroidはGoogle Inc.の商標または登録商標です。

iPhone用 Android用

「埼玉県議会」
ホームページ

はこちら
県議会マスコット

「ポッポ」

2月20日 開会日

2月26日・27日 代表質問

2月26日・3月6日 常任委員会

3月26日 委員長報告

3月27日 閉会日

2月28日・
3月2日・3日 一般質問

2月25日
3月4日・９日・10日 特別委員会

3月11日～13日・16日・
17日・19日・23日・24日 予算特別委員会

第
1
2
3
代
埼
玉
県
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
田
村

実
で

す
。
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
こ
の
埼
玉
県
議
会

で
、
議
長
と
い
う
要
職
の
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
は
世
界
、
日
本
、
そ
し
て
埼
玉
県
に
お
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
は
英
知
を
絞
っ
て
、
こ
の
未
曽
有
の
状
況
を
解
決
に
導
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
感
染
症
対
策
は
も
と
よ
り
、
経
済
に
お

い
て
も
深
刻
な
事
態
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
先
も
見
通
せ
な
い
厳
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

私
は
議
会
制
民
主
主
義
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
が
一
番
に
行
う
べ
き
は
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
政
治
の
第
一
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
二
元
代
表
制

の
下
で
県
議
会
と
県
執
行
部
が
車
の
両
輪
と
な
り
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
ま
い
り
た
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
に
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
埼
玉
県
に
は
山
積
し
て
お
り
、
皆
さ
ま
の
力
を
頂
戴
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
解
決
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●埼玉県ケアラー支援条例【関連８面】
●埼玉県受動喫煙防止条例【関連８面】
●�埼玉県政務活動費の交付に
　関する条例の一部を改正する
　条例【関連８面】

プレゼント付き！

主 な 内 容

2 月 定 例 会 の 動 き

議 決 の 概 要
● 知事提出議案 ● 議員提出議案

埼玉県議会議長

埼玉県議会副議長

田村 実

小久保憲一

1 面

題　　字

表紙写真

議
長
あ
い
さ
つ

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示
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２月２６日（水曜日）

代表質問
２月26日、27日の代表質問で

は、会派を代表して4人の議員が
質疑・質問を行いました。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
記

録
的
豪
雨
が
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
は
正
確
な
情
報
と
リ

ス
ク
の
認
識
が
大
切
で
あ
る
。
法

改
正
に
よ
り
大
雨
の
基
準
を
引
き

上
げ
て
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図

を
作
成
し
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
本
県
だ
け
公
表
し

て
い
な
い
現
状
の
認
識
を
伺
う
。

18
の
県
管
理
河
川
で
最
大
規

模
の
降
雨
を
想
定
し
た
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
を
進

め
、
併
せ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
１
４
８
の
河
川
で
県
独
自
に

水
害
リ
ス
ク
情
報
図
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
県
内
で
激
甚
な

水
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
考

慮
し
、
５
月
末
ま
で
を
目
途
に
す

べ
て
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

豪
雨
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て

小島信昭
（自民）

岡　重夫
（県民）

２月２７日（木曜日）

田並尚明
（民主フォーラム）

西山淳次
（公明）本会議の様子

代表質問・一般質問で
行われたすべての質疑
質問・答弁の全文は、埼
玉県議会のホームペー
ジでご覧いただけます。

こ
こ
数
年
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対

す
る
社
会
の
認
知
度
は
急
速

に
進
ん
だ
。
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、

歴
史
や
風
土
を
生
か
し
た
埼
玉
な

ら
で
は
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
を
練
り
上
げ
、
そ
れ
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
決
意
を
含
め
所
見
を
伺
う
。

令
和
２
年
度
に
は
庁
内
推
進

本
部
を
、
そ
し
て
ま
た
多
様

な
団
体
と
知
恵
を
出
し
合
う
べ
く

官
民
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
※

６
）
を
立
ち
上
げ
る
。
ほ
か
の
自

治
体
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
事
例

を
参
考
と
し
つ
つ
、
地
域
特
性
や

現
状
を
踏
ま
え
て
集
中
的
に
取
り

組
む
重
点
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
埼

玉
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
進
め
る
。

埼
玉
な
ら
で
は
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
※
５
）の

取
り
組
み
を

異
常
気
象
、
感
染
症
、
サ
イ

バ
ー
テ
ロ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

危
機
か
ら
県
民
の
生
命
財
産
を
守

る
た
め
、
県
の
危
機
管
理
体
制
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
有
識

者
に
よ
る
と
危
機
管
理
の
要
諦
と

は
「
悲
観
的
に
準
備
し
、
楽
観
的

に
対
処
す
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、

知
事
が
考
え
る
危
機
管
理
の
要
諦

と
は
何
か
を
伺
う
。

危
機
管
理
の
要
諦
は
準
備
に

あ
る
。
発
生
時
に
い
か
に
危

機
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
か
を

日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
く
。
あ

ら
か
じ
め
起
こ
り
得
る
災
害
を
想

定
し
、
対
応
す
る
組
織
と
実
施
す

べ
き
行
動
を
決
め
、
訓
練
を
繰
り

返
す
こ
と
、
お
よ
び
実
際
の
危
機

に
際
し
て
は
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の

原
則（
※
１
）が
重
要
と
考
え
る
。

危
機
管
理
の
要
諦
に

つ
い
て

日
本
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
む
と
い
わ
れ
る
本
県

は
社
会
保
障
費
の
負
担
増
大
が
予

想
さ
れ
る
が
、
県
民
の
安
心
安
全

を
守
る
た
め
に
必
要
な
事
業
費
を

削
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
限
り
あ

る
予
算
を
ど
の
よ
う
に
何
を
優
先

し
て
振
り
分
け
る
か
が
重
要
と
な

る
。
今
回
の
予
算
編
成
で
ど
の
よ

う
な
点
を
重
視
し
た
の
か
伺
う
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
は

安
心
と
元
気
が
キ
ー
ワ
ー
ド

で
、河
川
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
、危

機
管
理
体
制
の
強
化
、
医
療
や
福

祉
の
充
実
、
県
経
済
活
性
化
な
ど

に
取
り
組
む
。歳
出
を
総
点
検
し
、

成
長
分
野
や
新
た
な
行
政
課
題
へ

の
対
応
に
重
点
化
し
て
予
算
配
分

し
、
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉

県
の
実
現
に
力
強
く
踏
み
出
す
。

令
和
２
年
度
埼
玉
県
予
算

に
つ
い
て

県
は
イ
ツ
モ
防
災
と
銘
打

ち
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ

ク
を
県
民
に
配
布
し
て
い
る
が
配

布
方
法
と
内
容
に
課
題
が
あ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
と
一
緒
に

配
布
す
る
の
で
な
く
、
県
の
予
算

を
使
い
全
県
民
に
無
償
で
届
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、外
出
時

に
大
地
震
に
遭
遇
し
た
際
の
対
応

も
内
容
に
追
加
す
べ
き
と
考
え
る
。

県
の
費
用
負
担
な
し
で
全
世

帯
に
配
布
し
た
が
、
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
の
内
容
は
常
に

見
直
し
が
必
要
で
、
配
布
に
多
額

の
予
算
が
掛
か
る
た
め
、
配
布
方

法
の
変
更
は
慎
重
に
検
討
す
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
の
内
容
を
広

報
紙
で
紹
介
し
た
り
、
携
帯
で
き

る
よ
う
ア
プ
リ
化
し
た
。
外
出
時

の
対
応
も
内
容
に
取
り
入
れ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（
※
２
）の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

国
際
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
踏
ま
え
、
知
事
は
埼
玉
版

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
発
表
し
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
、
持
続
可
能
な
発

展
・
成
長
を
す
る
埼
玉
県
づ
く
り

を
目
指
す
と
し
た
。
令
和
２
年
度

予
算
に
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
※

７
）
の
実
態
調
査
費
が
初
め
て
計

上
さ
れ
た
が
、
取
り
組
み
に
対
す

る
決
意
を
伺
う
。

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
で
き
な
い

方
も
含
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

当
事
者
が
直
面
す
る
困
難
を
把
握

す
る
実
態
調
査
を
令
和
２
年
度
に

行
い
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
実

施
す
る
。
ま
た
、
当
事
者
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
新
た
に
県
内
企
業
へ
の
啓
発

事
業
を
行
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

知
事
の
政
治
姿
勢

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
生
活

支
援
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
い
る
。
県
と
市
町
村
が
協
力
し

て
企
業
に
働
き
掛
け
、
高
齢
者
に

使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
店
舗
が
地
域
に
増
え
れ
ば
、
外

出
支
援
や
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
企
業
と
の
連

携
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
な
ど
で

市
町
村
と
企
業
の
連
携
を
支

援
し
て
お
り
、
高
齢
者
に
優
し
い

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
始
ま
っ
て
い

る
。
令
和
２
年
度
は
こ
れ
ら
を
プ

ラ
チ
ナ
・
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ョ
ッ
プ

（
※
３
）
と
し
て
登
録
し
情
報
提

供
す
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
一
環
で
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
全
国
初
と
な
る
。

防
災
減
災
を
県
政
の
主
流
に

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
を

す
べ
て
の
県
民
へ

県
は
市
町
村
の
上
部
組
織
な

の
か
、
対
等
で
協
働
す
る
存

在
な
の
か
、
ど
ち
ら
の
認
識
な
の

か
伺
う
。
例
え
ば
市
町
村
を
支
援

す
る
と
い
う
言
葉
は
対
等
で
は
な

く
上
か
ら
目
線
に
感
じ
ら
れ
る
が

考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
市
町
村
の

多
様
性
を
認
識
し
た
上
で
、
全
県

的
な
施
策
を
立
案
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

市
町
村
は
住
民
に
身
近
な
事

務
を
、
県
は
広
域
に
わ
た
る

事
務
を
分
担
す
る
対
等
な
協
力
関

係
に
あ
る
が
、
広
域
自
治
体
の
立

場
か
ら
補
完
す
る
視
点
で
市
町
村

を
支
援
す
る
こ
と
も
あ
る
。
県
は

多
様
な
地
域
特
性
に
鑑
み
、
全
県

的
な
施
策
と
地
域
ご
と
の
施
策
を

適
切
に
組
み
合
わ
せ
、
市
町
村
と

協
働
し
て
施
策
を
展
開
す
る
。

知
事
の
基
本
的
考
え
方

県
と
市
町
村
の
関
わ
り
に

つ
い
て

本
県
の
児
童
福
祉
司
１
人
当

た
り
の
対
応
件
数
は
全
国
平

均
に
比
べ
突
出
し
て
い
る
。
児
童

相
談
所
職
員
の
負
担
軽
減
と
体
制

強
化
を
図
る
た
め
、
一
部
業
務
を

民
間
委
託
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
国
が
掲
げ
る
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
の
全
市
町
村
へ
の
設

置
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
支
援
体

制
を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
元
年
９
月
か
ら
川
越
・

所
沢
児
童
相
談
所
管
内
で
、

リ
ス
ク
が
低
い
虐
待
通
告
の
安
全

確
認
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
す
る
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
民
間
委
託
の
拡
充
な
ど
を
図

る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
専

門
職
の
育
成
研
修
や
情
報
提
供
な

ど
、
拠
点
設
置
に
向
け
た
市
町
村

へ
の
支
援
を
進
め
る
。

児
童
相
談
所
職
員
の
負
担
軽
減
と

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

（
※
４
）整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

は
不
可
欠
で
あ
り
、
新
学
習

指
導
要
領
で
も
そ
の
活
用
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー
ド
す

る
人
材
を
育
成
す
る
に
は
明
確
な

目
標
が
必
要
で
あ
る
。
県
と
し

て
、
短
期
的
指
針
や
中
長
期
的
目

標
を
定
め
た
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
推
進

方
針
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
の
情
報
化
が
急
速
に
進

む
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

の
ほ
か
、
人
材
育
成
や
教
育
指
導

を
含
む
広
い
視
野
に
立
っ
た
計
画

が
必
要
で
あ
る
。
県
は
国
の
計
画

策
定
に
先
行
し
て
、
授
業
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
方
法
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
今
後
国
の
計
画
が
策
定
さ

れ
次
第
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
の
活
用

を
含
め
た
県
の
計
画
を
策
定
す
る
。

Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ（
※
８
）

推
進
方
針
の
策
定
に

つ
い
て

知事の県政運営方針 災害対策

福祉

教育

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

一般質問

代表質問

代表質問

代表質問

代表質問

代表質問

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ
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一般質問
２月２８日、３月２日、３日の一

般質問では、９人の議員が質疑・
質問を行いました。

２月２８日（金曜日）

平松大佑
（県民）

須賀敬史
（自民）

町田皇介
（民主フォーラム）

３月２日（月曜日）

安藤友貴
（公明）

髙木功介
（自民）

村岡正嗣
（共産党）

３月３日（火曜日）

醍醐　清
（県民）

木下博信
（自民）

諸井真英
（自民）

知
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
求
め
、
以
下
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。
県
内
感
染
者
の
正

確
な
把
握
と
情
報
提
供
、
感
染
原

因
の
解
明
と
感
染
者
の
移
動
経
路

な
ど
の
調
査
と
結
果
の
公
表
、
病

院
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、
県

民
の
不
安
解
消
の
た
め
の
相
談
体

制
の
強
化
、
県
主
催
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
、
検
査
体
制
の
早
急
な
整
備
。

保
健
所
が
感
染
者
の
感
染
経

路
や
濃
厚
接
触
者
を
把
握

し
、
原
因
や
経
路
を
徹
底
調
査
し

て
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
。
医

療
機
関
の
受
け
入
れ
ル
ー
ル
の
明

確
化
を
国
に
求
め
る
。
24
時
間
対

応
の
電
話
相
談
窓
口
を
開
設
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
は
事
情
を
勘
案
し
検

討
す
る
。
ま
た
、
検
査
体
制
の
整

備
を
国
に
緊
急
要
望
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）

の
感
染
拡
大
防
止
対
策

代表質問

医
師
不
足
の
診
療
科
へ
専
門

医
を
派
遣
す
る
に
は
医
師
確

保
が
必
要
で
あ
る
。
高
度
医
療
に

携
わ
る
環
境
な
ど
、
多
く
の
医
師

か
ら
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
を
進

め
、
県
内
の
医
療
機
関
に
医
師
を

派
遣
し
て
い
く
。
不
採
算
な
小
児
、

救
急
な
ど
高
度
専
門
・
政
策
医
療

の
提
供
を
法
人
の
目
的
と
し
、
引

き
続
き
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。

高
度
な
専
門
医
療
を
提
供
し

医
師
数
も
増
え
て
い
る
県
立

病
院
で
は
地
方
独
立
行
政
法
人
化

に
向
け
本
格
的
な
準
備
が
始
ま

る
。
地
方
独
立
行
政
法
人
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
医
師
不
足
の
地
域

や
特
定
の
診
療
科
へ
柔
軟
に
医
師

を
派
遣
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
不
採
算
で
も
必
要
な

高
度
医
療
を
担
保
で
き
る
の
か
。

県
立
４
病
院
の
地
方
独
立

行
政
法
人
化
に
つ
い
て

代表質問

ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

な
ど
先
端
技
術
の
活
用
に
よ

る
生
産
性
革
命
を
普
及
拡
大
し
、

県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
通
信
基
地
局
な

ど
基
盤
整
備
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。
特
に
農
業
で
は
就
農
者
数

の
減
少
や
高
齢
化
へ
の
対
策
に
期

待
さ
れ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入

と
普
及
は
、
技
術
の
進
捗
や

品
目
ご
と
の
導
入
可
能
性
を
見
極

め
な
が
ら
進
め
る
。
令
和
２
年
度

予
算
で
は
、
研
究
開
発
、
技
術
実

証
、
普
及
実
装
の
３
段
階
に
分
け

て
取
り
組
む
。
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
最
適
な
基
盤
整
備
を
見
定

め
導
入
支
援
を
検
討
す
る
な
ど
、

も
う
か
る
農
業
を
推
進
す
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に

向
け
て

代表質問

サ
ッ
カ
ー
以
外
の
使
用
も
含

め
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

運
用
を
し
て
稼
働
を
増
や
そ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
昨

年
、
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に
ビ
ュ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
が
完
成
し
た
が
、
有
効

活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
欧
州
の
よ

う
に
食
事
と
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
セ

ッ
ト
販
売
し
て
付
加
価
値
を
高
め

て
は
ど
う
か
。

メ
イ
ン
ピ
ッ
チ
で
の
サ
ッ
カ

ー
体
験
ツ
ア
ー
や
ス
タ
ジ
ア

ム
開
放
デ
ー
、
大
型
映
像
装
置
を

使
用
し
た
ｅ
―
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
を
実
施
し
、
年
間
利
用
者
数
の

約
30
％
増
加
が
目
標
で
あ
る
。
ま

た
、
食
事
と
観
戦
を
セ
ッ
ト
に
し

た
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
ほ
か
試
合
前

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
ビ
ュ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
の
活
用
を
促
す
。

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
○
○
２

を
真
の「
聖
地
」と
す
る
た
め

平
成
30
年
度
、
本
県
の
高
校

２
年
生
の
約
12
％
は
、
平
日

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
が

５
時
間
以
上
で
あ
る
。県
と
し
て
、

ネ
ッ
ト
依
存
・
ゲ
ー
ム
障
害
に
つ

い
て
相
談
で
き
る
人
材
を
現
在
の

相
談
窓
口
で
あ
る
保
健
所
に
配
置

で
き
る
よ
う
、
研
修
や
専
門
人
材

の
育
成
を
行
い
、
対
策
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ネ
ッ
ト
依
存
や
ゲ
ー
ム
障
害

の
相
談
に
県
の
保
健
所
な
ど

で
依
存
症
に
精
通
し
た
精
神
保
健

福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
職

が
対
応
し
て
い
る
。
国
が
現
在
ま

と
め
て
い
る
ゲ
ー
ム
依
存
症
対
策

を
踏
ま
え
、
保
健
所
職
員
対
象
の

研
修
に
ゲ
ー
ム
障
害
を
盛
り
込
み
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
職
員
を
育
成

す
る
な
ど
対
策
を
早
急
に
進
め
る
。

ネ
ッ
ト
依
存
・
ゲ
ー
ム

障
害
の
対
策
に
つ
い
て

保
育
園
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

は
、
保
育
士
の
業
務
負
担
軽

減
や
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
。
県

内
保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
状
況
と
、

県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進

す
る
の
か
伺
う
。
幼
稚
園
で
も
、

業
務
負
担
の
軽
減
の
ほ
か
、
情
報

の
速
報
性
が
増
す
な
ど
保
護
者
に

も
有
意
義
で
あ
り
、
同
様
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
元
年
度
に
県
内
保
育
所

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
状
況
を
調
査

し
た
が
導
入
が
進
ん
で
い
る
と
は

言
え
な
い
。
有
効
性
を
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
保
育
所
の
管
理
者

向
け
研
修
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
セ
ミ
ナ
ー

を
新
た
に
加
え
る
。
幼
稚
園
へ
も

先
進
事
例
の
紹
介
の
ほ
か
、
シ
ス

テ
ム
活
用
研
修
の
開
催
を
検
討
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
取
り
組
む
。

保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

に
つ
い
て

一般質問

高
度
情
報
化
社
会
の
技
術
を

支
え
る
Ｉ
Ｔ
人
材
が
不
足
し

て
い
る
。
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
技
術
書
な
ど
を
備
え
た
部
屋
を

若
者
が
無
料
で
利
用
で
き
れ
ば
、

大
人
が
指
導
し
な
く
て
も
自
然
と

優
れ
た
技
術
者
が
育
つ
。
こ
う
し

た
若
者
Ｉ
Ｔ
技
術
者
養
成
の
た
め

の
「
た
ま
り
場
」
を
全
国
に
先
駆

け
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

「
た
ま
り
場
」
は
指
導
者
に

依
存
し
な
い
点
で
斬
新
で
あ

り
、
実
験
的
に
開
い
て
利
用
者
の

声
を
聴
き
た
い
と
考
え
る
。
一

方
、
指
導
者
不
在
の
中
、
公
の
施

設
の
一
部
を
提
供
す
る
上
で
施
設

管
理
は
ど
う
在
る
べ
き
か
、
優
秀

な
若
者
を
ど
の
よ
う
に
呼
び
込
む

か
な
ど
課
題
も
あ
る
。
そ
の
必
要

性
や
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

若
者
Ｉ
Ｔ
技
術
者
養
成
の

た
め
の「
た
ま
り
場
」の

設
置
に
つ
い
て

その他の主な質疑・質問
●埼玉高速鉄道線延伸について
●教職員のわいせつ・セクハラ行為根絶に向けた取り組みについて
●重度心身障害者医療費支給事業補助金について
●温暖化防止へ政治決断を

●本県の子どもたちをどう育んでいくのか
●子どもの貧困対策について
●直轄警察犬・警備犬、嘱託警察犬の活用と体制強化について
●ベトナムからの技術者・技能者などの受け入れ促進について
●地下鉄12号線の延伸について
●障害児者の家族にとって「入所施設」＝「くらしの場」は待ったなし
●委託、発注などに対して留意すべきこと
●シェアサイクルの普及促進について
●�新型コロナウイルス対策に伴う小学校、中学校、高等学校の休校へ
の対応について

代表質問
から

一般質問
から

※１　プロアクティブの原則
危機管理に関して用いられ、

「疑わしいときは行動せよ」、「最
悪の事態を想定して行動せよ」、
「空振りは許されるが見逃しは許
されない」の三つの原則から成り
立つ考え方。

※２　地域包括ケアシステム
高齢者が住み慣れた地域で自分
らしい暮らしを続けられるよう、
医療、介護、介護予防、生活支援、
住まいを関係者が連携して一体的
に提供する仕組み。市町村が主体
となって構築する。

※３　プラチナ・サポート・ショップ
市町村と連携し、コンビニエン
スストアによる移動販売のほか、
配達、送迎、見守りなど高齢者に
優しいサービスを実施している店
舗。登録した店舗のサービス情報
を地図などで可視化し、高齢者や
その家族に情報提供する。

※４　子ども家庭総合支援拠点
すべての子どもとその家庭およ
び妊産婦などを対象に、実情把
握、情報提供、相談、関係機関と
の連絡調整など福祉に関し必要な
支援を行うための拠点。市町村が

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安心・安全医療・保健

ICT（情報通信技術）

埼玉スタジアム２○○２

埼玉県議会のホームページで、一問一答形式にした質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから 埼玉県議会

用 語 解 説

一般質問

一般質問

一般質問整備し運営する。国は令和4年度末ま
でに全市町村へ設置することを目指し
ている。

※５　SDGs
Sustainable　Development 

Goals（持続可能な開発目標）の略
称。2030年までに持続可能で「誰一人
取り残さない」世界を目指すための17
の国際目標で構成される。

※６　コンソーシアム
企業、大学、自治体などの各種団体

が複数集まり、共通の目的や目標を持
ち活動する組織。

※７　LGBTQ
レズビアン（女性の同性愛者）、ゲイ

（男性の同性愛者）、バイセクシュアル
（両性愛者）、トランスジェンダー（生
まれたときの性別と自認する性別が一
致しない人）に加え、クエスチョニン
グ（性の在り方を決められない、分か
らないなどの人）を指す表現。

※８　EdTech
Education（教育）とTechnology

（技術）を組み合わせた造語。教育に
おけるICTなどの新しいテクノロジー
を活用した手法。

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ
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令和2年（2020年）5月9日（土）　埼玉県議会だよりNo．１６１

予
算
特
別
委
員
会　

委
員
名
簿

（
令
和
２
年
３
月
27
日
現
在
）　

副委員長

岩﨑　　宏

（自民）

委員長

小林　哲也

（自民）

副委員長

浅野目 義英

（民主フォーラム）

岡
村
ゆ
り
子（
県
民
）

高
橋　

稔
裕（
無
所
属
）

山
口　

京
子（
自
民
）

髙
木　

功
介（
自
民
）

白
根　

大
輔（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

杉
田　

茂
実（
県
民
）

江
原
久
美
子（
県
民
）

松
澤　
　

正（
自
民
）

松
坂　

喜
浩（
県
民
）

石
川　

忠
義（
県
民
）

宇
田
川
幸
夫（
自
民
）

浅
井　
　

明（
自
民
）

飯
塚　

俊
彦（
自
民
）

横
川　

雅
也（
自
民
）

内
沼　

博
史（
自
民
）

岡
田　

静
佳（
自
民
）

永
瀬　

秀
樹（
自
民
）

秋
山　

文
和（
共
産
党
）

小
久
保
憲
一（
自
民
）

荒
木　

裕
介（
自
民
）

白
土　

幸
仁（
自
民
）

権
守　

幸
男（
公
明
）

髙
木　

真
理（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

木
下　

高
志（
自
民
）

蒲
生　

徳
明（
公
明
）

山
本　

正
乃（
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

柳
下　

礼
子（
共
産
党
）

長
峰　

宏
芳（
自
民
）

石
渡　
　

豊（
公
明
）

配
布
を
受
け
た
世
帯
の
約
８
割
が

ク
ー
ポ
ン
と
し
て
利
用
せ
ず
、
換

金
請
求
し
て
い
る
。
多
子
世
帯
を
応
援
す

る
こ
と
が
本
来
の
趣
旨
で
あ
り
、
ク
ー
ポ

ン
を
前
提
と
し
た
現
状
の
取
り
組
み
は
、

そ
の
趣
旨
か
ら
外
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

産
後
ケ
ア
や
家
事
援
助
な
ど
、
ク

ー
ポ
ン
だ
か
ら
こ
そ
利
用
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
が
多
く
あ
る
た
め
、
こ
の
事
業

は
有
効
と
考
え
る
。

ＱＡ 多
子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

（
※
１
）に
つ
い
て

昨
年
の
本
委
員
会
の
附
帯
決
議
に

お
い
て
、
参
加
人
数
の
目
標
40
万

人
の
実
現
可
能
性
が
低
い
の
で
あ
れ
ば
、

予
算
の
縮
小
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
が
、
予
算
案
は
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
目
標
人
数
を
超
え
て

さ
ら
な
る
発
展
が
見
込
め
る
と
い
う
こ
と

か
。

目
標
人
数
の
達
成
は
厳
し
い
が
、

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
利
用
や
健
康

メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
な
ど
で
も
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

ＱＡ 埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業（
※
２
）に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
、
本
県
全
体
の
入
院

可
能
な
病
床
数
は
現
時
点
で
75
床
で
あ
る

が
、
十
分
で
な
い
と
考
え
る
。
県
立
病
院

に
お
い
て
、
早
急
に
病
床
を
増
や
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

今
後
、
県
立
病
院
が
中
心
的
な
役

割
を
担
え
る
よ
う
な
体
制
整
備
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
呼
吸
器
系
疾
患
の
患
者
が
入
院
す
る

特
定
の
一
般
病
棟
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
専
用
に
し
、
ほ
か
の
患

者
と
切
り
離
す
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
病

床
の
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

ＱＡ 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

ド
ラ
マ
化
を
契
機
に
、
渋
沢
翁
が

関
係
し
た
富
岡
製
糸
場
な
ど
、
群

馬
県
を
含
む
県
北
地
域
で
盛
ん
で
あ
っ
た

現
在
、
絹
を
テ
ー
マ
と
し
た
周
遊

ル
ー
ト
を
設
定
し
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
本
庄
早
稲
田
駅
を
起
点
に
、
半
日

で
埼
玉
・
群
馬
の
絹
遺
産
を
タ
ク
シ
ー
で

巡
る
企
画
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
観
光
振
興
に
努

め
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

渋
沢
栄
一
翁
の
大
河
ド
ラ
マ
化
に

つ
い
て

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
事
業

は
、
市
町
村
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
に
活
用
す
る

た
め
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
は
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
推

進
の
た
め
の
立
地
適
正
化
計
画
の
作
成
主

体
は
、
住
民
に
最
も
身
近
で
ま
ち
づ
く
り

の
中
核
的
な
担
い
手
で
あ
る
市
町
村
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
本

来
市
町
村
が
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
な

ぜ
県
が
行
う
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
市
町
村
で

あ
る
が
、
立
地
適
正
化
計
画
を
作

成
し
て
い
る
市
町
村
は
12
市
町
で
少
な
い

状
況
に
あ
る
。
人
材
や
技
術
の
不
足
に
よ

り
取
り
組
め
な
い
市
町
村
に
対
し
、
支
援

し
て
い
く
。
ま
た
、
医
療
や
福
祉
、
商
業

施
設
な
ど
は
、
市
町
村
単
位
で
は
な
く
、

広
域
的
な
見
地
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ＱＡ コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
事
業
に

つ
い
て

絹
産
業
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
振
興
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　予算特別委員会は32人の委員で構成され、県の予算案を集中的に審査する
ために設けられました。部局別質疑において事業内容などを詳細に審査した
後、総括質疑では10人の委員が質疑に立ちました。
　各委員の質疑に対し、一問一答方式で知事をはじめ執行部から答弁があり
ました。

　令和２年度一般会計当初予算案などについて、部局別質疑が３月
11日から13日、16日、17日、23日の６日間にわたり行われ、19日に
は総括質疑が、24日には討論・採決が行われました。審査の結果議
案23件を原案の通り可決すべきものと決定しました。
　なお、一般会計当初予算案については、事業の執行に適切な対応
を求める附帯決議を付すことを賛成多数により決定しました。

※１　多子世帯応援クーポン事業 ※２　埼玉県コバトン健康マイレージ事業
多子世帯の育児に係る負担を軽減するため、平成29年度から第3子以降の子ども

が生まれた世帯を対象に、育児サービスなどに利用できるクーポンを配布する事業。
ウオーキングや特定健診の受診などでポイントが貯まり、抽選で賞品が当たるな
ど、楽しみながら手軽に健康づくりができる事業。

予算特別委員会

部
局
別
質
疑

主
な
質
疑
と
答
弁

用 語
解 説

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示

kokubojunko
ハイライト表示
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世
界
ゴ
ー
ル
ド
祭
２
０
２
０
に
つ

い
て
は
、
１
億
円
の
支
出
に
対
し

て
、
２
０
０
０
万
円
の
収
入
見
込
み
し
か

な
い
。
芸
術
と
予
算
の
妥
当
性
を
ど
う
考

え
る
の
か
。

経
済
面
だ
け
で
考
え
れ
ば
、
ご
指

摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
他
方
で
、

高
い
芸
術
性
を
発
信
す
る
観
点
か
ら
は
、

世
界
で
も
貴
重
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
日

本
で
も
唯
一
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
芸
術
性
に
つ
い
て
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
が
、
事
業
に
税
金
を
使
用

す
る
観
点
か
ら
も
必
要
と
考
え
る
。

ＱＡ 世
界
ゴ
ー
ル
ド
祭
２
０
２
０
に

つ
い
て 財

政
調
整
の
た
め
の
基
金
残
高
の

推
移
を
見
る
と
、
令
和
２
年
度
は

70
億
円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

見
込
額
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
経
済
へ
の

影
響
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
高
い
確
率
で

基
金
が
枯
渇
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
が
、
対
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
含
め
て
、
基
金
残
高
の
見

通
し
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
県
税
収
入

の
確
保
や
国
庫
補
助
金
の
活
用
、
地
方
財

政
措
置
の
あ
る
県
債
の
充
当
、
コ
ス
ト
縮

減
の
努
力
な
ど
、
歳
入
・
歳
出
の
両
面
で

取
り
組
み
を
徹
底
し
て
い
く
。
ま
た
、
稼

げ
る
県
の
力
を
紡
い
で
い
く
こ
と
が
、
将

来
的
に
基
金
残
高
の
復
元
に
貢
献
す
る
と

考
え
る
。

ＱＡ 財
政
調
整
の
た
め
の
基
金
残
高
に

つ
い
て

知
事
は
記
者
会
見
で
、
本
県
で
開

発
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
の
新
品
種
、

「
か
お
り
ん
」、「
あ
ま
り
ん
」
に
つ
い
て
、

世
界
進
出
を
目
指
し
て
い
る
と
発
言
し
て

い
た
が
、
海
外
で
の
品
種
登
録
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
輸
出
機
会
の
損
失
が
生
じ
て

い
る
。
世
界
で
戦
う
に
は
早
急
な
品
種
登

録
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

「
か
お
り
ん
」、「
あ
ま
り
ん
」
は
、

世
界
で
勝
負
が
で
き
る
イ
チ
ゴ
だ

と
考
え
て
い
る
。
国
内
で
は
、
県
と
使
用

契
約
を
結
ん
だ
団
体
し
か
利
用
で
き
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
輸
出
実
績
が
ほ

ぼ
な
い
。
海
外
で
の
品
種
登
録
に
は
、
国

ご
と
に
１
品
種
当
た
り
１
０
０
万
～
２
０

０
万
円
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、
輸

出
の
状
況
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

ＱＡ 「
か
お
り
ん
」と「
あ
ま
り
ん
」の
海
外

で
の
品
種
登
録
に
つ
い
て

県税  40%
775,500,000千円
その他  14%
281,747,204千円

歳入 歳出

国庫支出金  8%　
164,235,796千円

地方交付税  11% 
218,700,000千円 

県債  11%
209,837,000千円

地方消費税清算金  16%
310,295,000千円

教育費  25%
490,816,124千円

民生費  19%
380,728,403千円
警察費  8%
147,331,176千円
土木費  6%
123,581,374千円

総務費  5%
94,567,780千円

衛生費   3%
65,585,048千円

農林水産業費  1%
24,412,237千円

商工費  1%
21,801,311千円

公債費  14%
267,597,481千円

その他  18%
343,894,066千円

●災害に強い埼玉の構築
●県民の安全強化
●医療体制の充実

　はがきに下記のようにご記入の上、6月
2日（火）（当日消印有効）までにお送りく
ださい。正解者の中から抽選でプレゼント
を差し上げます。
　当選者の発表は、プレゼントの発送をも
って代えさせていただきます。対象は、埼玉県内に在住・在勤・在学
している方のみとなります。

【個人情報の取り扱い】応募は
がきは、抽選とプレゼントの発
送以外の目的には使用いたしま
せん。

１.クイズの答え
２.郵便番号
３.住所
４.�県外にお住まいで通
勤・通学先が県内の
方は、その市町村名

５.氏名・年齢
６.�埼玉県議会だよりに
対するご意見

県議会ホーム
ページからも
ご応募いただ
けます。

▶

●�新型コロナウイルス感染症に係る、県民相談体制
の強化、検査・医療提供体制の強化、感染者フォ
ローアップ体制の整備に要する経費

●�新型コロナウイルス感染症に係る、医療機関への
マスク配布など感染拡大防止対策の実施、検査体
制の強化、中小企業支援に要する経費

●�東京２０２０オリンピック・パラ
リンピックの成功に向けた取
り組み

●埼玉の稼げる力の向上
●未来を見据えた基盤づくり

●�人生１００年を見据えたシニア
の活躍推進

●子育て応援埼玉
●誰もが活躍できる社会の実現

●県有施設への公共Wi-Fiの設置
●会計年度任用職員の報酬
●防犯カメラの適切な運用と設置
●食品ロス削減計画の推進
●�アウトリーチ事業などによる精神障害者の支援
●外国人患者受け入れ環境の整備
●聴覚障害者への情報提供の促進
●�県内大学生の県内企業への就職促進対策
●下水道資源の有効活用
●県立学校におけるICT環境整備
●SNSを活用した教育相談
●交通事故死亡者数減少への取り組み
●�新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業への
新たな金融支援

●�２０２０年東京五輪文化プログラム育成プロジェクト
●県有施設エコオフィス化改修事業
●多子世帯応援クーポン事業
●埼玉県コバトン健康マイレージ事業
●子供世代へのラクビー普及・啓発事業

●県内建設産業の育成
●市民共同発電の普及推進
●就職氷河期世代を対象とした新たな職員採用試験
●海外ビジネスサポート拠点

次の事業については、それぞれ懸念があるため、必要性や執行方法について十分検討し、適切に対
応するよう求めました。

〇に当てはまる言葉は何でしょう。

8面をよーく
読んでね！

令和2年2月定例会で、〇〇〇〇費の
� インターネット公開が決定しました。

●�就職氷河期世代を対象とした職員採用試験の費用対効果
●県有施設エコオフィス化改修事業の妥当性
●海外サポートデスクの見直し
●埼玉版FEMAと危機管理対策
●医療的ケア児への支援
●大宮スーパー・ボールパーク構想
●埼玉版SDGsの推進
●今後の道路整備の進め方
●�新型コロナウイルス感染者フォローアップの体制整備

ヒント

330-930163
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」
係

歳出

教育費  25%
490,816,124千円

民生費  19%
380,728,403千円

警察費  8%
147,331,176千円

土木費  6%
123,581,374千円

総務費  5%
94,567,780千円

衛生費   3%
65,585,048千円

農林水産業費  1%
24,412,237千円

商工費  1%
21,801,311千円

公債費  14%
267,597,481千円

その他  18%
343,894,066千円

安心・安全しっかり確保

Ｑ

持続可能な成長・発展 誰もがいきいき活躍

附帯決議

県議会クイズ

一般会計予算の概要令和２年度

当初予算 1兆9，６０３億1，５００万円

補正予算（第1号）4億5，３２７万5千円 補正予算（第2号）６億６，６３６万8千円

令和2年度一般会計予算　補正後累計 1兆9,614億3,464万3千円

部局別質疑から

総括質疑から

プレゼント

図書カード
（1,000円分）

…２０名様

総
括
質
疑

主
な
質
疑
と
答
弁

安心・元気のスタートアップ予算

その他の主な質疑

kokubojunko
ハイライト表示
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6埼玉県議会のホームページで、委員会会議録の概要を公開しています。各種検索サイトから 埼玉県議会

現
役
世
代
が
親
の
介
護
と
子

育
て
を
同
時
に
行
う
ダ
ブ
ル

ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
、
議
論

は
な
さ
れ
た
の
か
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
も
含
め
て

多
様
な
ケ
ア
ラ
ー
が
存
在
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
、
す
べ
て

の
ケ
ア
ラ
ー
に
共
通
す
る
事
項
を
条

例
に
定
め
た
。
条
例
制
定
後
に
策
定

予
定
の
推
進
計
画
の
中
で
、
適
切
な

施
策
が
展
開
さ
れ
る
と
考
え
る
。

自然環境の保全・再生と資
源循環社会づくりについて審
査

令
和
元
年
東
日
本
台
風
被
害

の
復
旧
や
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）

へ
の
対
応
体
制
強
化
な
ど
の
た
め
に

職
員
を
増
員
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
部
局
が
増
員
さ
れ
る
の
か
。

台
風
被
害
復
旧
の
関
連
で

は
、
危
機
管
理
防
災
部
１

名
、
農
林
部
２
名
、
県
土
整
備
部
８

名
、
都
市
整
備
部
１
名
の
増
員
を
行

う
。
ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
関
連
で
農
林
部

に
10
名
を
増
員
す
る
。

令
和
元
年
度
は
森
林
環
境
譲

与
税
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
る
の
か
。

過
去
に
間
伐
な
ど
の
作
業
を

行
っ
た
履
歴
デ
ー
タ
を
整
備

し
、
市
町
村
へ
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
県
林
業
技
術
者
研
修
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
木
造
建
築
技
術
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
市
町
村
職
員
な

ど
を
対
象
と
し
た
木
造
建
築
に
関
す

る
講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
大
会
に
つ
い
て
、
県

の
当
初
予
算
か
ら
３
億
３
２
０
０
万

円
の
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
工
夫
で
圧
縮
で
き
た
の
か
。

基
本
的
な
費
用
負
担
以
外
の

細
か
い
部
分
で
は
個
別
協
議

が
多
く
、
屋
外
に
仮
設
予
定
だ
っ
た

会
場
は
既
存
施
設
を
活
用
す
る
こ
と

で
設
営
費
を
削
る
な
ど
、
調
整
の
結

果
か
な
り
の
部
分
が
削
減
で
き
た
。

東
京
都
や
沖
縄
県
で
は
制
度

融
資
の
保
証
料
を
補
助
し
て

い
る
が
、
本
県
で
は
、
そ
の
よ
う
な

支
援
は
検
討
し
な
い
の
か
。

制
度
融
資
は
、
都
道
府
県
に

よ
り
運
営
方
法
が
異
な
っ
て

お
り
、
本
県
で
は
利
子
補
給
に
よ
り

事
業
者
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
事

業
者
が
負
担
す
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

で
は
、
東
京
都
と
比
べ
て
も
遜
色
の

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に

つ
い
て
、
必
要
な
箇
所
は
ど

の
く
ら
い
あ
り
、
そ
の
進
捗
は
ど
う

か
。

急
傾
斜
地
崩
壊
の
危
険
性
が

あ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域

は
、
県
内
に
３
６
１
９
カ
所
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
県
が
事
業
を
行
う
要
件

を
満
た
す
対
象
箇
所
が
７
４
５
カ
所

あ
り
、
う
ち
１
２
１
カ
所
で
対
策
が

完
了
し
て
い
る
。

高
等
学
校
で
は
、
１
３
２
人

の
教
職
員
定
数
が
減
員
と
な

っ
て
い
る
。
働
き
方
改
革
を
進
め
て

い
る
中
で
、
教
職
員
の
負
担
増
加
に

つ
な
が
ら
な
い
か
。

生
徒
の
収
容
定
員
の
減
少
に

伴
う
定
数
減
で
あ
り
、
教
職

員
１
人
当
た
り
の
生
徒
受
け
持
ち
数

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
直
接
的
に
教

職
員
の
負
担
増
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

大
規
模
災
害
被
災
者
受
入
事

業
費
に
つ
い
て
、
県
内
へ
の

避
難
者
が
減
っ
た
た
め
減
額
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
災
害
に
よ
る
避

難
者
で
、
ど
の
く
ら
い
減
っ
た
の
か
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
避
難

者
の
方
で
、
自
宅
再
建
が
想

定
よ
り
も
早
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
減

額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
ピ
ー
ク

時
と
今
年
１
月
１
日
現
在
と
を
比
較

し
て
２
４
４
２
人
減
少
し
て
い
る
。

行財政・職員の働き方改革
について審査

（公財）埼玉県芸術文化振
興財団、（公財）埼玉県国際交
流協会および（福）埼玉県社
会福祉事業団における改革の
取り組みについて審査

高齢者への支援について�
審査

企業誘致および先端産業創
造プロジェクトについて審査

危機や災害に備えた実践的
な訓練の実施、災害対応分野
における最新技術の動向につ
いて審査

文化の振興について審査

埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
に

つ
い
て【
条
例
の
概
要
は
８
面
参
照
】

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

特別委員会 常 任 委 員 会
自然再生・循環社会対策
特別委員会

ＱＡ

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

企
画
財
政
委
員
会

ＱＡ

令
和
元
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て

総
務
県
民
生
活
委
員
会

ＱＡ

埼
玉
県
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例
に
つ
い
て

環
境
農
林
委
員
会

ＱＡ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
県
内
中
小

企
業
の
資
金
繰
り
の
支
援
に
つ
い
て

産
業
労
働
企
業
委
員
会

ＱＡ

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に

要
す
る
経
費
の
関
係
市
町
村
の

負
担
額
に
つ
い
て

県
土
都
市
整
備
委
員
会

ＱＡ

埼
玉
県
学
校
職
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て 文

教
委
員
会

ＱＡ

令
和
元
年
度
埼
玉
県
災
害
救

助
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）に
つ
い
て

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

ＱＡ

地方創生・行財政改革
特別委員会

公社事業対策
特別委員会

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

経済・雇用対策
特別委員会

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

県庁舎建替え等検討特別委員会

令和元年6月定例会で本委員会が設置され、県庁舎の建て替えおよ
び周辺整備・地域活性化などについて審査および調査を行ってきた結
果、現在の県庁舎は老朽化や狭あい化が著しく、業務の効率化や生
産性の向上、ICTへの対応などでさまざまな課題が判明しました。ま
た、優秀な人材確保に悪影響を与えかねないと懸念されています。
そこで、将来の県庁舎の在り方について早急に検討に着手すべきな
どとした提言書を知事へ直接提出し、今後検討結果を定期的に議会へ
報告するよう求めました。

委員は次のとおりです。
定数14人（◎は委員長、〇は副委員長）
� 令和2年3月27日現在知事に提言書を提出

◎本木　 (自民)
○田 村 琢 実 (自民)
　平 松 大 佑 (県民)
　関 根 信 明 (自民)
　藤 井 健 志 (自民)
　美 田 宗 亮 (自民)
　井 上 将 勝 (民主フォーラム)

醍 醐 　 清 (県民)
小久保憲一 (自民)
荒 木 裕 介 (自民)
髙 木 真 理 (民主フォーラム)
村 岡 正 嗣 (共産党)
木 下 高 志 (自民)
石 渡 　 豊 (公明)

会派別所属議員数
令和２年４月２３日現在
会派名（略称） 所属議員数
自民 ５０人
県民 １４人

民主フォーラム １２人
公明 ９人
共産党 ６人
改革 １人
無所属 １人
計 ９３人

　2月13日と定例会中の８日間、会議を
開き、本会議を円滑かつ効率的に進行す
るため、議事日程、質疑質問者の人数、採
決の方法や順序などについて会派間の協
議を行いました。

議会運営委員会
2月26日、3月6日に常任委員会を開き、議案および請願の審査などを
行いました。審査の結果、議案50件を原案の通り可決すべきものと決定
しました。また、請願2件を不採択とすべきものと決定しました。
2月25日、3月4日、9日、10日には特別委員会を開き、議案および付
託案件の審査を行いました。このうち、５か年計画等特別委員会では議
案５件を可決すべきものと決定しました。

委員会リポートreport

kokubojunko
ハイライト表示
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２
月
定
例
会
で
は
、
私
が
代
表
質
問
を
行
い
、
知
事
公
約
の
進
め
方
、

豪
雨
災
害
へ
の
対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に
つ
い

て
大
野
知
事
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
教
育
・
産
業
振
興
・
福
祉
・

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
予
算
を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
部
局
別
質
疑

に
お
い
て
詳
し
く
審
査
を
行
っ
た
上
で
、
総
括
質
疑
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
知
事
の
方
針
を
た
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
人
口
が
急
増
す
る
中
、
無
償
で
介
護
や
看
護
を
す
る
人

「
ケ
ア
ラ
ー
」
を
支
え
る
た
め
の
「
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
と
、

県
民
が
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
の
「
埼
玉
県
受
動
喫

煙
防
止
条
例
」の
二
つ
を
、
わ
が
会
派
が
議
員
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
「
埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
は
全
国
に
先
駆
け
て
本
県
が
条

例
化
す
る
画
期
的
な
も
の
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
や
看
護
で
き
る
社

会
を
目
指
し
ま
す
。

私
た
ち
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
県
議
会
最
大
会
派
と
し
て
県
民
の
皆

さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
引
き
続
き
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

２
月
定
例
会
の
代
表
質
問
で
は
、
私
が
埼
玉
県
の
危
機
管
理
体
制
の
見

直
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
や
児
童
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
な
ど
を
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
新
座
市
選

出
の
平
松
大
佑
議
員
が
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
市
町
村
や
地
域
の
支
援

団
体
と
の
連
携
強
化
を
求
め
、
朝
霞
市
選
出
の
醍
醐
清
議
員
が
、
児
童
相

談
所
の
体
制
強
化
策
と
し
て
朝
霞
地
区
へ
の
児
童
相
談
所
の
新
設
の
必
要

性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
予
算
特
別
委
員
会
に
は
、
石
川
忠
義
議
員
、
江
原
久
美
子
議

員
、
松
坂
喜
浩
議
員
、
杉
田
茂
実
議
員
、
岡
村
ゆ
り
子
議
員
の
５
名
が
臨

み
、
令
和
２
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
大
野
知
事
を
は
じ
め
執
行
部
と
各
事

業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
、
突
然
の
小
中
高
校
の
休
校
へ
の
対
策

に
大
型
補
正
予
算
の
審
査
も
あ
り
、
議
会
と
執
行
部
が
一
体
と
な
り
対
応

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
に
よ
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
県
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
会
派
一
丸
と
な
り
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
月
定
例
会
で
は
私
が
代
表
質
問
に
立
ち
、
大
野
知
事
初
の
予
算
編
成

に
対
し
そ
の
思
い
や
施
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
医
師
会
と
の
連
携
・
正
し
い
情
報

提
供
・
経
済
活
動
へ
の
影
響
や
、
雇
用
・
教
育
・
農
業
・
子
ど
も
の
人
権

な
ど
に
つ
い
て
12
項
目
の
質
問
、
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
町
田
皇
介
議
員
が
登
壇
し
、
児
童
相
談
所
職
員
の
負
担

軽
減
や
屋
内
50
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の
整
備
な
ど
７
項
目
に
つ
い
て
質
問
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
初
め
て
わ
が
会
派
か
ら
浅
野
目
義
英

議
員
が
副
委
員
長
に
就
任
し
運
営
に
尽
力
し
ま
し
た
。
会
派
か
ら
は
山
本

正
乃
議
員
、
髙
木
真
理
議
員
、
白
根
大
輔
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
安
心
・

元
気
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
予
算
に
つ
い
て
、
前
向
き
な
提
案
を
含
め
質
問

を
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
な
ど
社
会
情
勢
が
変
わ
る
中
、
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
追

加
議
案
も
提
出
さ
れ
、
例
年
よ
り
慌
た
だ
し
い
議
会
で
し
た
が
、
会
派
一

丸
と
な
り
大
野
知
事
な
ど
執
行
部
と
県
民
生
活
を
守
る
た
め
の
議
論
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

2
月
定
例
会
は
、
新
年
度
予
算
を
含
む
多
く
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
公
明
党
議
員
団
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
審
議
に
臨
み
ま
し
た
。

代
表
質
問
に
は
私
が
立
ち
、
温
暖
化
対
策
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
や
超

高
齢
社
会
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
県
の
一
層
の
取
り
組
み
を
求
め
ま
し

た
。
一
般
質
問
に
は
安
藤
友
貴
議
員
が
登
壇
し
、
災
害
対
策
と
し
て
ト
イ

レ
カ
ー
の
導
入
や
避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館
屋
根
の
断
熱
・
遮
音
化
を

提
案
し
ま
し
た
。

一
週
間
に
及
ぶ
審
査
を
行
っ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
は
石
渡
豊
議
員
、

蒲
生
徳
明
議
員
、
権
守
幸
男
議
員
が
一
問
一
答
の
論
戦
を
展
開
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
新
た
な
幹
線
道
路
の
整
備
、
鉄
道
の
高
架

化
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
県
予
算
で
、
私
立
高
等
学
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
が

年
収
7
2
0
万
円
未
満
の
世
帯
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
は
、
わ
が
党
の
大
き

な
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
学
校
休
業
に
よ
る
給
食
停
止
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
食
材
事

業
者
へ
の
支
援
要
請
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
連
対
策

に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
月
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る
中
で

開
か
れ
ま
し
た
。
大
野
知
事
が
２
度
に
わ
た
り
提
出
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
補
正
予
算
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
査
で
は
、
児
童
相
談
所
職
員
の
増
員
や
、
特
別
支
援
学
校

の
新
た
な
設
置
、
被
災
者
安
心
支
援
制
度
の
拡
充
、
L
G
B
T
Q
実

態
調
査
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
は
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

改
善
を
要
す
る
予
算
は
指
摘
し
ま
し
た
が
、
予
算
案
に
は
賛
成
し
ま

し
た
。

一
般
質
問
で
は
村
岡
正
嗣
議
員
が
質
問
に
立
ち
、「
親
亡
き
あ
と

わ
が
子
は
ど
う
な
る
か
」
と
い
う
、
障
害
児
者
の
家
族
の
生
の
声
を

取
り
上
げ
て
、
障
害
者
入
所
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
や
川
口
市

に
「
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校
」
の
整
備
を
求
め
る
質
問
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
答
弁
は
お
お
む
ね
県
民
の
声
を
受
け
止
め
た
も
の
で

あ
り
評
価
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
深
刻
化
す
る
地
域
経
済
へ

の
支
援
な
ど
、
引
き
続
き
県
民
の
切
実
な
要
求
実
現
に
向
け
て
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

主 要 会 派 か ら　～２月定例会～

団
長
　
小
島
　
信
昭

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

代
表
　
岡
　
重
夫

無
所
属
県
民
会
議

代
表
　
田
並
　
尚
明

埼
玉
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム

団
長
　
西
山
　
淳
次

埼
玉
県
議
会
公
明
党
議
員
団

団
長
　
柳
下
　
礼
子

日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
会
議
員
団

令和元年度に公開請求を受け付けた公文書の件数は、75件でした。
そのうち文書のすべてを公開したものが8件、プライバシーに配慮し
て氏名や印影など、文書の一部を公開しない部分公開が67件でした。

情報公開の結果について
埼玉県議会の令和元年度

●新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書
●ヒアリ対策の徹底を求める意見書
●新たな過疎対策法の制定を求める意見書
●外国人児童生徒等への日本語教育の充実を求める意見書
○刑事被告人の保釈に関する制度等の改善を求める意見書
○新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急経済対策を求める意見書
●教職員のわいせつ行為等の不祥事の根絶を求める決議

意見書6件を可決し、国に提出しました。
また、決議1件を可決しました。
（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）

意見書・決議

　２月26日に５か年計画等特別委員会が設置され、法律や制度の改正
などに伴い目標値の整合性が取れていないものなど21指標の見直しを
行う「埼玉県５か年計画(平成29年度からの５年間の県政運営の指針）」
や、国の戦略を勘案した取り組みなどを新たに追加した「第２期埼玉県
まち・ひと・しごと創生総合戦略（生産年齢人口の減少や少子高齢化に
対応するために令和２年度からの５年間に推進すべき取り組み内容）」
などに関する５件の議案について審査を行いました。審査の結果、議
案５件を可決すべきものと決定し、本会議で可決されました。

◎宮崎栄治郎 (自民)
○中屋敷慎一 (自民)
　秋山もえ　 (共産党)
　八子朋弘　 (県民)
　宮﨑吾一　 (自民)
　吉良英敏　 (自民)

橋詰昌児 (公明)
並木正年 (県民)
細田善則 (自民)
井上将勝 (民主フォーラム)
井上　航 (県民)
立石泰広 (自民)

白土幸仁　 (自民)
萩原一寿　 (公明)
武内政文　 (自民)
木下高志　 (自民)
杉島理一郎 (自民)
木村勇夫　 (民主フォーラム)

5か年計画等特別委員会
５か年計画および各分野における基本的な計画の策定など
に関する件について審査

委員は次のとおりです。定数18人（◎は委員長、〇は副委員長）
令和2年3月27日現在

特 別 委 員 会
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２月定例会の主な議員提案条例

委員会名 正副委員長 委員

議会運営委員会 定数 17
◎ 須賀　敬史 ( 自民 ) 江原久美子 ( 県 民 ) 飯塚　俊彦 ( 自 民 ) 安藤　友貴 ( 公 明 ) 井上　将勝 ( 民主フォーラム ) 秋山　文和 ( 共 産 党 )
○ 細田　善則 ( 自民 ) 井上　　航 ( 県 民 ) 萩原　一寿 ( 公 明 ) 齊藤　邦明 ( 自 民 ) 中屋敷慎一 ( 自 民 ) 木下　高志 ( 自 民 )
○ 石川　忠義 ( 県民 ) 木村　勇夫 ( 民主フォーラム ) 神尾　髙善 ( 自 民 ) 小林　哲也 ( 自 民 ) 小谷野五雄 ( 自 民 )

常任委員会

企画財政委員会 定数 12
◎ 吉良　英敏 ( 自民 ) 高橋　稔裕 ( 無 所 属 ) 松井　　弘 ( 自 民 ) 白根　大輔 ( 民主フォーラム ) 並木　正年 ( 県 民 ) 井上　将勝 ( 民主フォーラム )
○ 杉島理一郎 ( 自民 ) 鈴木　正人 ( 県 民 ) 新井　一徳 ( 自 民 ) 蒲生　徳明 ( 公 明 ) 田村　琢実 ( 自 民 ) 長峰　宏芳 ( 自 民 )

総務県民生活委員会 定数 12
◎ 藤井　健志 ( 自民 ) 山口　京子 ( 自 民 ) 町田　皇介 ( 民主フォーラム ) 江原久美子 ( 県 民 ) 前原かづえ ( 共 産 党 ) 新井　　豪 ( 自 民 )
○ 岡田　静佳 ( 自民 ) 齊藤　邦明 ( 自 民 ) 梅澤　佳一 ( 自 民 ) 木村　勇夫 ( 民主フォーラム ) 本木　　 ( 自 民 ) 石渡　　豊 ( 公 明 )

環境農林委員会 定数 11
◎ 内沼　博史 ( 自民 ) 金野　桃子 ( 県 民 ) 千葉　達也 ( 自 民 ) 石川　忠義 ( 県 民 ) 秋山　文和 ( 共 産 党 ) 岡地　　優 ( 自 民 )
○ 権守　幸男 ( 公明 ) 小川真一郎 ( 自 民 ) 諸井　真英 ( 自 民 ) 山本　正乃 ( 民主フォーラム ) 小島　信昭 ( 自 民 )

福祉保健医療委員会 定数 12
◎ 美田　宗亮 ( 自民 ) 岡村ゆり子 ( 県 民 ) 深谷　顕史 ( 公 明 ) 秋山　もえ ( 共 産 党 ) 宮﨑　吾一 ( 自 民 ) 東間亜由子 ( 民主フォーラム )
○ 横川　雅也 ( 自民 ) 井上　　航 ( 県 民 ) 日下部伸三 ( 自 民 ) 髙木　真理 ( 民主フォーラム ) 高橋　政雄 ( 自 民 ) 小谷野五雄 ( 自 民 )

産業労働企業委員会 定数 12
◎ 松澤　　正 ( 自民 ) 渡辺　　大 ( 自 民 ) 杉田　茂実 ( 県 民 ) 守屋　裕子 ( 共 産 党 ) 松坂　喜浩 ( 県 民 ) 山根　史子 ( 民主フォーラム )
○ 永瀬　秀樹 ( 自民 ) 水村　篤弘 ( 民主フォーラム ) 木下　高志 ( 自 民 ) 須賀　敬史 ( 自 民 ) 塩野　正行 ( 公 明 ) 齊藤　正明 ( 自 民 )

県土都市整備委員会 定数 12
◎ 浅井　　明 ( 自民 ) 中川　　浩 ( 改 革 ) 関根　信明 ( 自 民 ) 橋詰　昌児 ( 公 明 ) 醍醐　　清 ( 県 民 ) 白土　幸仁 ( 自 民 )
○ 安藤　友貴 ( 公明 ) 中野　英幸 ( 自 民 ) 細田　善則 ( 自 民 ) 岩﨑　　宏 ( 自 民 ) 小林　哲也 ( 自 民 ) 田並　尚明 ( 民主フォーラム )

文教委員会 定数 11
◎ 木下　博信 ( 自民 ) 平松　大佑 ( 県 民 ) 柿沼　貴志 ( 県 民 ) 髙木　功介 ( 自 民 ) 荒木　裕介 ( 自 民 ) 武内　政文 ( 自 民 )
○ 宇田川幸夫 ( 自民 ) 中屋敷慎一 ( 自 民 ) 柳下　礼子 ( 共 産 党 ) 西山　淳次 ( 公 明 ) 浅野目義英 ( 民主フォーラム )

警察危機管理防災委員会 定数 11
◎ 飯塚　俊彦 ( 自民 ) 逢澤圭一郎 ( 自 民 ) 八子　朋弘 ( 県 民 ) 辻　　浩司 ( 民主フォーラム ) 岡　　重夫 ( 県 民 ) 小久保憲一 ( 自 民 )
○ 萩原　一寿 ( 公明 ) 立石　泰広 ( 自 民 ) 村岡　正嗣 ( 共 産 党 ) 神尾　髙善 ( 自 民 ) 宮崎栄治郎 ( 自 民 )

特別委員会

自然再生・循環社会対策
特別委員会

定数 13
◎
○

武内　政文
横川　雅也

( 自民 )
( 自民 )

松井　　弘 ( 自 民 ) 深谷　顕史 ( 公 明 ) 中川　　浩 ( 改 革 ) 関根　信明 ( 自 民 ) 永瀬　秀樹 ( 自 民 )
井上　　航 ( 県 民 ) 岡　　重夫 ( 県 民 ) 髙木　真理 ( 民主フォーラム ) 神尾　髙善 ( 自 民 ) 本木　　 ( 自 民 )
西山　淳次 ( 公 明 )

地方創生 ･ 行財政改革
特別委員会

定数 13
◎
○

新井　　豪
細田　善則

( 自民 )
( 自民 )

金野　桃子 ( 県 民 ) 平松　大佑 ( 県 民 ) 宮﨑　吾一 ( 自 民 ) 木下　博信 ( 自 民 ) 辻　　浩司 ( 民主フォーラム )
安藤　友貴 ( 公 明 ) 立石　泰広 ( 自 民 ) 村岡　正嗣 ( 共 産 党 ) 木村　勇夫 ( 民主フォーラム ) 岩﨑　　宏 ( 自 民 )
齊藤　正明 ( 自 民 )

公社事業対策特別委員会 定数 13
◎
○

齊藤　邦明
杉島理一郎

( 自民 )
( 自民 )

柿沼　貴志 ( 県 民 ) 逢澤圭一郎 ( 自 民 ) 白根　大輔 ( 民主フォーラム ) 杉田　茂実 ( 県 民 ) 飯塚　俊彦 ( 自 民 )
秋山　文和 ( 共 産 党 ) 荒木　裕介 ( 自 民 ) 萩原　一寿 ( 公 明 ) 山本　正乃 ( 民主フォーラム ) 高橋　政雄 ( 自 民 )
小島　信昭 ( 自 民 )

少子 ･ 高齢福祉社会対策
特別委員会

定数 13
◎
○

日下部伸三
吉良　英敏

( 自民 )
( 自民 )

渡辺　　大 ( 自 民 ) 東間亜由子 ( 民主フォーラム ) 守屋　裕子 ( 共 産 党 ) 松坂　喜浩 ( 県 民 ) 並木　正年 ( 県 民 )
岡田　静佳 ( 自 民 ) 山根　史子 ( 民主フォーラム ) 木下　高志 ( 自 民 ) 須賀　敬史 ( 自 民 ) 塩野　正行 ( 公 明 )
長峰　宏芳 ( 自 民 )

経済・雇用対策
特別委員会

定数 13
◎
○

岡地　　優
美田　宗亮

( 自民 )
( 自民 )

千葉　達也 ( 自 民 ) 秋山　もえ ( 共 産 党 ) 江原久美子 ( 県 民 ) 藤井　健志 ( 自 民 ) 石川　忠義 ( 県 民 )
井上　将勝 ( 民主フォーラム ) 権守　幸男 ( 公 明 ) 新井　一徳 ( 自 民 ) 梅澤　佳一 ( 自 民 ) 宮崎栄治郎 ( 自 民 )
田並　尚明 ( 民主フォーラム )

危機管理・大規模災害
対策特別委員会

定数 13
◎
○

白土　幸仁
蒲生　徳明

( 自民 )
( 公明 )

高橋　稔裕 ( 無 所 属 ) 髙木　功介 ( 自 民 ) 松澤　　正 ( 自 民 ) 橋詰　昌児 ( 公 明 ) 内沼　博史 ( 自 民 )
醍醐　　清 ( 県 民 ) 水村　篤弘 ( 民主フォーラム ) 鈴木　正人 ( 県 民 ) 中屋敷慎一 ( 自 民 ) 柳下　礼子 ( 共 産 党 )
小林　哲也 ( 自 民 )

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

定数 13
◎
○

小川真一郎
宇田川幸夫

( 自民 )
( 自民 )

岡村ゆり子 ( 県 民 ) 山口　京子 ( 自 民 ) 町田　皇介 ( 民主フォーラム ) 八子　朋弘 ( 県 民 ) 浅井　　明 ( 自 民 )
前原かづえ ( 共 産 党 ) 中野　英幸 ( 自 民 ) 諸井　真英 ( 自 民 ) 小谷野五雄 ( 自 民 ) 石渡　　豊 ( 公 明 )
浅野目義英 ( 民主フォーラム )

図書室委員会 定数 14
◎
○

岡田　静佳
松澤　　正

( 自民 )
( 自民 )

逢澤圭一郎 ( 自 民 ) 松井　　弘 ( 自 民 ) 秋山　もえ ( 共 産 党 ) 辻　　浩司 ( 民主フォーラム ) 石川　忠義 ( 県 民 )
山根　史子 ( 民主フォーラム ) 井上　　航 ( 県 民 ) 新井　　豪 ( 自 民 ) 権守　幸男 ( 公 明 ) 新井　一徳 ( 自 民 )
梅澤　佳一 ( 自 民 ) 小島　信昭 ( 自 民 )

※◎は委員長、〇は副委員長です。　　　令和２年３月28日現在新たな委員会構成

政務活動費のインターネット公開を決定
県議会議員の調査研究などの活動に必要な経費の一部として、政務活動費が会派に

交付されています。政務活動費のインターネット公開の実施に向けて、各会派が集ま
り議論を進めてきましたが、検討結果を令和２年2月１３日に神尾議長に報告しました。

この報告を踏まえ、「埼玉県政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例」
（施行：令和２年４月１日）が議員提出され、全会一致で可決し、政務活動費のインタ
ーネット公開が決定しました。

お問い合わせ【公開対象年度】
　令和２年度の
　交付分から

【公開開始時期】
令和３年度から

県議会事務局
総務課経理担当
TEL：048-830-6217
FAX：048-830-4921

報告の様子

「埼玉県ケアラー支援条例」を可決
本県は、後期高齢者人口が全国一のスピードで増加していくことが見込

まれるとともに、核家族世帯の割合も高い状況です。また、高齢者だけでな
くさまざまな現場で、介護や看護をする人、いわゆる「ケアラー」の負担
が大きな問題となっています。

そこで、ケアラー支援に関して県の責務などを明らかにし、基本的事
項を定めることで、ケアラー支援に関する施策を総合的かつ計画的に推進
し、すべてのケアラーが健康で文化的な生活を営むことができる社会の実
現を目的とした本条例案が議員提出され、全会一致で可決されました。
� （施行：令和２年３月31日）

■推進計画■県の責務、県民などの主な役割

●県の責務
・�ケアラー支援に関する施策の実施など

●県民の役割
・�ケアラー支援の必要性の理解と県および

市町村が実施する施策への協力

●関係機関の役割
・�日常的にケアラーに関わる可能性の認識

と支援の必要性の把握など

●�県はケアラー支援に関
する推進計画を策定

●�計画にはケアラー支援
の基本方針や具体的施
策を定める

「埼玉県受動喫煙防止条例」を可決
望まない受動喫煙を防止するため、健康増進法が改正され、令和

２年４月から全面施行されることとなりました。しかし、既存の経
営規模の小さな飲食店は店全体を喫煙場所にできるなど、対策が十分とは言えません。

そこで、受動喫煙の防止に関して県の責務などを明らかにするとともに、県民が受
動喫煙を避けることができる環境を整備することにより、望まない受動喫煙を生じさ
せることのない社会の実現を目的とした本条例案が議員提出され、全会一致で可決さ
れました。� （施行：令和３年４月１日）

■喫煙可能室の設置の禁止について■県などの責務
既存の経営規模の小さな飲食店では、喫煙可能室を設置する

ことができません。ただし、以下の要件に該当する場合は、設
置することができます。

●県の責務
・�受動喫煙の防止

などに関する総
合的な施策の策
定および実施

●県民の責務
・�他人に受動喫煙

させないことな
ど

●保護者の責務
・�監護に係る未成

年者に対する受
動喫煙の防止

◎従業員を雇用していない場合
◎�従業員を雇用しているときは、以下の区分に応じて、それ

ぞれから承諾を得た場合

喫煙可能室を新設する場合

喫煙可能室の設置後、
従業員を新たに雇用する場合

一定の時期に報告を行う場合

全従業員から

当該従業員から

全従業員から

kokubojunko
ハイライト表示
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